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システムとしてみる見方が生じた。 ASOBATでは「会計は本質的には 1 つの情報システムであ
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また， " System “という語は，組織，体系，制度，方式，秩序，系統，きちんとした手
順等の意味を持ち，語源的には， sysはtogetherを，ー temは placeということをあらわしており，













(1) 情報はタイムリーでな L 、。
情報が遅いので、計画や意思決定への価値はない。
(2) 情報は適切に集合化されていない。
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(8) Davis and Olson, op. cit., P. 5 
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<図 2-2> MI S の構成
(1) Sanders, op. cit., PP. 98-99 






















達するシステムが会計情報システム AIS (Accounting Information System) である。乙の
関係を図示すれば， (14
<図3-1>M I S とAISの関連図
(13) Sanders, op. cit., P. 18 
乙の図は一部変更している。
FIS : Financial Information System 
(財務情報システム)






















(14) 増谷裕久，『会計学演習.1，中央経済社， 1980, P. 37 AISがMISI乙含まれるとする説が一般的であろが，
次図の説もある。
Joseph W. Wikinson, Accounting and lnformation, Systems , John Wiley & Sons , 1982, P. 12 
(15) Barry E. Cushing, Accounting lnformation System αnd Business Organizations Third Edition, 





























(16) Cushing, op. cit., P. 16 
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次の会計情報に関する 4 つの基本的な基準が提案されてい 411
(1) 目的適合性 (Relevance)
(2) 検証可能性 (Verifiability) 












が高度に統合化され，いわゆる Data Base (Data Bank) の完成によって，例えば"劃定記入の








(19) ASOBAT, op. cit., p. 7 -13 
前掲訳書， p. 11-20 
(20) Robert G. Murdick, Thomas C. Fuller, Joel E. Ross and Frank J. Winnermark, Accounting Information 





























。1) 南津宣郎，「会計学と MISJ ， ~産業経理~，昭和43年 8 月号， P.96 
仰南津宣郎，前掲書， P.97 




(1) 手作業方式manual methods 
(2) 機械使用方式machine-assisted manual methods 
(3) パンチカード方式electromechanical punched card methods 
(4) コンピュー夕方式computer methods 
を挙げているが，パンチカード方式による処理は機械的使用方式の延長上にあるシステムとし
て考えて，本稿では 3 つのシステムに分類を行っている。すなわち，データ処現を
(1) 人の手と道具一一Manual System 
(2) 機械・電気の動力による一一Mechanical System 
(3) 電子による自動化一一Electronic System 
人→機械→電子という経過を経たと把握している。
つまり
(1) Manual System 
手作業あるいは簡単な道具の利用によるデータ処理のシステムである。主として人間の数・
集団(肉体労働力)による処理が中心となる。













う 2 面性に注目し，二元符号化し，数字や文字等を全て 2 進法 (Binary Notation) により組み





(1) アンド回路 (AND circuits，論理積回路)
(2) オア回路 (OR circuits，論理和回路)
(3) ノット回路 (NOT circuits，否定回路)
(4) フリップ・フロップ回路 (Flip Flop circuits) 
等，ブール代数 (Boolean Algebra，論理代数)や二元符号 (2 進数)等の基本回路の組み合わ
せて複雑な論理的な動作回路を構成している。また，動作命令は， ADD , SUB (減算)等の算
術命令， READ , WRITE, GO IF, DO 等の基本命令から，多数の複雑なプログラム命令が合
成されているわけである。
判断機能は数の大小，つまり，ある数A とある数B の減算によって，1.正の値 (A >B) , 
O の値 (A =B )，負の値 (A <B) という 3 つの答(選択枝)が生じ， 2.正もしくは負の値
(A キ B) ， 0 の値 (A =B) という 2 つの答が生じる。
1. 2. 
A>B A<B AキB (NO) 
A=B A=B (YES) 
このA ， B の値に，数量化情報あるいは，論理l的意味付けをし，質的情報を数量化情報に置き
換え，差額概念を利用して，判断機能を構成することになるわけである。







セス・動作へ自動的に (Automatically) 処理することができる能力を持っているものは，" E-
(25) 従って，基本的コンピュータシステムは，ハードウェア，ソフトウェア，処理手続，人的要素の各要素か
ら構成される。
Leonard A. Robinson , James R. Davis and C. Wayne Alderman, Accounting Informαiton System 














このような効果も，近年のComputer の処理能力の増大， Communication Network の拡張，
Data Base System による多目的大容量ファイルの、活用によって，今後とも EDPSの能力拡大，
それによる経営手法の開発・展開が期待される。
会計情報システムの今後の問題として，経営管理の総合システム化にともない，会計実務に
おいても，デイリーに，あるいは， Real Time 処理化されるようになると思われる。また，会
計情報概念についても目的適合性の拡大する乙とにより，今後も様相を変えていくであろう。
会計情報システムの今後の課題として，











なお，会計情報システムに関連する DSS (Decision Support System) 及び今後の研究成果が
期待される人工知能の領域については，他日に述べたい。
